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ディオプサイド焼結多結晶体を対象に高温条件で変形実験を行った。左のグラフは1150℃の実験に
おける荷重と圧縮歪（％）の関係を示した。圧縮歪１２％までは荷重と歪は直線的な正の相関を示す
が、１２％以上の圧縮歪では荷重はほぼ一定であり、ひずみが３０％までに達するような微粒岩石の
塑性変形を起こしたことを示している。 

実験試料：1280℃で6時間焼成後のディオプサイド
焼結体試料（直径4.45mm、試料長1.07mm） 
雰囲気：アルゴンガス 
温度：1150℃ 
変異速度：10-5mm/s 
歪速度：約4.6×10-5/s 

変形実験試料のSEM画像（変形前）(Di97Hed3)  

変形実験試料のSEM画像（変形後）(Di97Hed3)  

変形実験における荷重-圧縮ひずみデータ(Di97Hed3)  

��ćĉ���¡æÏ+
•  £¨¾ <6¸�y{4]F^L`Ç�A¤=!3'?
)93�7y±¿òA�'?�Ô0(4cãð�õÆ
4��ºï�Á��āAá�8cãð�õÆ4~Ü¦e
4ÄÜ�āAá�8P 7ÄÜ�ā�è3,�.57n
��7/4��ºï�Á��ā4ñ�È¹:í7=.¶
�'?8~Ü¦ÄÜe4ĂÀ}��āAá�8  �


